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(57)【要約】
【課題】逆戻り防止性能に優れるだけでなく、吸収速度
にも優れる使い捨ておむつを提供する。
【解決手段】上記課題は、トップシート２２と液不透過
性シート２１との間に吸収体２３が設けられた使い捨て
おむつにおいて、吸収体２３の上側に、吸収体２３にお
ける少なくとも幅方向中間かつ前後方向中間の領域全体
を覆う難透水中間シート２５が設けられ、難透水中間シ
ート２５には表裏方向に貫通する尿透過孔４０が形成さ
れ、吸収体２３における尿透過孔４０と一部又は全部重
なる部位に、表裏に貫通する貫通部からなる尿導入スペ
ース３０が形成されていることにより解決される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性のトップシートと、液不透過性シートと、これらの間に設けられた吸収体とを
備えた、使い捨ておむつにおいて、
　前記吸収体の上側に、前記吸収体における少なくとも幅方向中間かつ前後方向中間の領
域全体を覆う難透水層が設けられ、
　前記難透水層には表裏方向に貫通する尿透過孔が形成され、
　前記吸収体における前記尿透過孔と一部又は全部重なる部位に、表裏に貫通する貫通部
又は表面から裏側に向かって窪む凹部からなる尿導入スペースが形成されている、
　ことを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記尿透過孔の周縁が、前記尿導入スペースの周縁に沿っている、請求項１記載の使い
捨ておむつ。
【請求項３】
　おむつの表面の幅方向両側部にそれぞれ前後方向に沿って立体ギャザーが延在されてお
り、
　前記立体ギャザーは、 おむつの側部に固定された付根部分と、この付根部分から突出
する突出部分と、この突出部分のうち前後端部にそれぞれ設けられ、倒伏状態で本体部の
表面に対して固定された倒伏部と、前記突出部分のうち前後の前記倒伏部間に位置する非
固定の自由部分と、前記自由部分の少なくとも先端部に、前後方向に伸張した状態で固定
されたギャザー弾性伸縮部材とを有するものであり、
　展開状態で、前記難透水層は前記立体ギャザーに隠れる位置まで側方に延在しており、
かつ展開状態で、前記立体ギャザーに隠れる位置、前記トップシートと前記吸収体との間
に難透水層を有しないサイド透過部が設けられている、請求項１又は２記載の使い捨てお
むつ。
【請求項４】
　前記トップシートにおける幅方向中央部から前記サイド透過部まで、尿誘導線が延在さ
れている、請求項３記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　おむつの表面の幅方向両側部にそれぞれ前後方向に沿って立体ギャザーが延在されてお
り、
　前記立体ギャザーは、 おむつの側部に固定された付根部分と、この付根部分から突出
する突出部分と、この突出部分のうち前後端部にそれぞれ設けられ、倒伏状態で本体部の
表面に対して固定された倒伏部と、前記突出部分のうち前後の前記倒伏部間に位置する非
固定の自由部分と、前記自由部分の少なくとも先端部に、前後方向に伸張した状態で固定
されたギャザー弾性伸縮部材とを有するものであり、
　前記尿透過孔よりも後側におけるトップシート表面に固定された取付部分と、この取付
部分から前側に延び出る部分であってかつ両側部が前記立体ギャザーに連結された延出部
分とを有する後方拡散抑制シートが設けられている、請求項１～３のいずれか１項に記載
の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前記吸収体は排尿位置の前側から臀部対向部分まで延在されるとともに、前記尿透過孔
及び尿導入スペース、並びに前記後方拡散抑制シートは臀部対向部分よりも前側に設けら
れており、
　展開状態で、前記後方拡散抑制シートの側縁は、前記立体ギャザーの付け根部分から先
端側に離間しており、前記後方拡散抑制シートの側方に、前記立体ギャザーと前記トップ
シートの間を通り前後方向に連通する前後方向通路が形成されている、
　請求項５記載の使い捨ておむつ。
【請求項７】
　前記尿透過孔及び尿導入スペースは、少なくとも排尿位置からその後側に前後方向に沿
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って延在する中央部分、及びこの中央部分から幅方向両側に枝分かれして後斜め方向に延
びる枝分かれ部分を有する形状とされている、請求項１～６のいずれか１項に記載の使い
捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつにおいては、種々の吸収性能が要求され、その代表的なものの一つに逆
戻り性能がある。逆戻りとは吸収体により一度吸収された尿が再び物品表面に戻り出てく
る現象であり、逆戻りし易いと、不必要に肌が尿に触れ、夜用等の長時間使用ではかぶれ
や褥瘡を引き起こすおそれがあるため、逆戻りし難いものが望まれている。特に、このよ
うな要望は成人向けの使い捨ておむつに多いものである。
【０００３】
　逆戻りに対しては、一般的には、表面シート、中間シート（吸収体と表面シートとの間
に介在される）、吸収体等の素材の最適化が汎用されている解決策（例えば特許文献１参
照）であるが、表面シートに撥水部分を設けること（例えば特許文献２参照）等の解決策
も提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１３０５０４号公報
【特許文献２】特開２０１１－１８９０６５号公報
【特許文献３】特開２００７－２０３０９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、依然として逆戻りに対しては改善の余地があり、特に、逆戻り防止性能
及び吸収速度の両立は困難である。
【０００６】
　そこで、本発明の主たる課題は、逆戻り防止性能に優れるだけでなく、吸収速度にも優
れる使い捨ておむつを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決した本発明は次記のとおりである。
　＜請求項１記載の発明＞
　液透過性のトップシートと、液不透過性シートと、これらの間に設けられた吸収体とを
備えた、使い捨ておむつにおいて、
　前記吸収体の上側に、前記吸収体における少なくとも幅方向中間かつ前後方向中間の領
域全体を覆う難透水層が設けられ、
　前記難透水層には表裏方向に貫通する尿透過孔が形成され、
　前記吸収体における前記尿透過孔と一部又は全部重なる部位に、表裏に貫通する貫通部
又は表面から裏側に向かって窪む凹部からなる尿導入スペースが形成されている、
　ことを特徴とする使い捨ておむつ。
【０００８】
　（作用効果）
　本発明では、おむつ表面に排泄された尿は、難透水層の尿透過孔を透過して吸収体の尿
導入スペースに入り、この尿導入スペースから吸収体に吸収され、周囲に拡散する。吸収
体に吸収された尿がおむつ表面に戻ろうとしても、尿透過孔と重なる部位以外では両側部
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を除き、難透水層により遮断されるため、尿導入スペースの周囲に拡散した尿の逆戻りは
防止される。また、尿導入スペースのうち尿透過孔と重なる部位は難透水層により覆われ
ていないが、吸収体に圧力が加わる等により尿導入スペース内に尿が浸み出しても、尿導
入スペースの底面はトップシートから離間しているため、トップシート上に逆戻りするこ
ともない。
　しかも、吸収体に尿導入スペースを形成したことにより、トップシート下に尿の一時貯
留スペースが形成されるため、吸収速度にも優れるようになる。
　なお、難透水層は、おむつの尿吸収領域のうち難透水層を有しない部位における透水性
よりも透水性の低い層を意味し、不透水層を含むものである。
【０００９】
　＜請求項２記載の発明＞
　前記尿透過孔の周縁が、前記尿導入スペースの周縁に沿っている、請求項１記載の使い
捨ておむつ。
【００１０】
　（作用効果）
　このように尿透過孔と尿導入スペースとを実質的に一致させることにより、吸収体の幅
方向中間部は尿導入スペースを除いて実質的に全体がカバーされるため、逆戻り防止作用
がより一層のものとなり、しかも吸収速度が損なわれることもない。
【００１１】
　＜請求項３記載の発明＞
　おむつの表面の幅方向両側部にそれぞれ前後方向に沿って立体ギャザーが延在されてお
り、
　前記立体ギャザーは、 おむつの側部に固定された付根部分と、この付根部分から突出
する突出部分と、この突出部分のうち前後端部にそれぞれ設けられ、倒伏状態で本体部の
表面に対して固定された倒伏部と、前記突出部分のうち前後の前記倒伏部間に位置する非
固定の自由部分と、前記自由部分の少なくとも先端部に、前後方向に伸張した状態で固定
されたギャザー弾性伸縮部材とを有するものであり、
　展開状態で、前記難透水層は前記立体ギャザーに隠れる位置まで側方に延在しており、
かつ展開状態で、前記立体ギャザーに隠れる位置、前記トップシートと前記吸収体との間
に難透水層を有しないサイド透過部が設けられている、請求項１又は２記載の使い捨てお
むつ。
【００１２】
　（作用効果）
　このように立体ギャザーに隠れる位置にサイド透過部を設けることにより、尿透過孔に
導入されずに拡散する尿をサイド透過部から導入して吸収体により吸収することができ、
しかも、吸収した尿がサイド透過部から逆戻りしてもサイド透過部は立体ギャザーに隠れ
ているため、肌が濡れるのは防止できる。また、立体ギャザーに隠れる位置まで難透水層
を幅方向に延在させることで、装着時に難透水層を有しない部分が肌に触れ難くなり、逆
戻り防止性に優れるようになる。
【００１３】
　＜請求項４記載の発明＞
　前記トップシートにおける幅方向中央部から前記サイド透過部まで、尿誘導線が延在さ
れている、請求項３記載の使い捨ておむつ。
【００１４】
　（作用効果）
　トップシートにこのような尿誘導線を設けることによりサイド透過部に向かう尿の拡散
が促進されるようになる。
【００１５】
　＜請求項５記載の発明＞
　おむつの表面の幅方向両側部にそれぞれ前後方向に沿って立体ギャザーが延在されてお
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り、
　前記立体ギャザーは、 おむつの側部に固定された付根部分と、この付根部分から突出
する突出部分と、この突出部分のうち前後端部にそれぞれ設けられ、倒伏状態で本体部の
表面に対して固定された倒伏部と、前記突出部分のうち前後の前記倒伏部間に位置する非
固定の自由部分と、前記自由部分の少なくとも先端部に、前後方向に伸張した状態で固定
されたギャザー弾性伸縮部材とを有するものであり、
　前記尿透過孔よりも後側におけるトップシート表面に固定された取付部分と、この取付
部分から前側に延び出る部分であってかつ両側部が前記立体ギャザーに連結された延出部
分とを有する後方拡散抑制シートが設けられている、請求項１～３のいずれか１項に記載
の使い捨ておむつ。
【００１６】
　（作用効果）
　本発明では、尿の吸収は主に尿透過孔及び尿導入スペースを介してなされるため、その
吸収位置よりも後側に後方拡散抑制シートを設け、排泄された尿を吸収位置に一時的に（
つまり尿透過孔及び尿導入スペースを介した吸収がなされるまで）貯留すると、尿が吸収
されずに後方に移動し、漏れを引き起こすのを防止できるため好ましい。
【００１７】
　＜請求項６記載の発明＞
　前記吸収体は排尿位置の前側から臀部対向部分まで延在されるとともに、前記尿透過孔
及び尿導入スペース、並びに前記後方拡散抑制シートは臀部対向部分よりも前側に設けら
れており、
　展開状態で、前記後方拡散抑制シートの側縁は、前記立体ギャザーの付け根部分から先
端側に離間しており、前記後方拡散抑制シートの側方に、前記立体ギャザーと前記トップ
シートの間を通り前後方向に連通する前後方向通路が形成されている、
　請求項５記載の使い捨ておむつ。
【００１８】
　（作用効果）
　褥瘡防止を目的とする場合、尿が臀部に付着することは好ましくない。よって、尿透過
孔及び尿導入スペース、並びに後方拡散抑制シートを臀部対向部分よりも前側に設けるこ
とが望ましいが、その場合、排尿量や排尿速度によっては後方拡散抑制シートの前側の貯
留量が少ないために漏れを引き起こすおそれがある。よって、上述のような後方拡散抑制
シートの幅方向両側に前後方向通路を残しておき、漏れを引き起こさない程度に臀部対向
部分側へ尿を移動させることが望ましい。
【００１９】
　＜請求項７記載の発明＞
　前記尿透過孔及び尿導入スペースは、少なくとも排尿位置からその後側に前後方向に沿
って延在する中央部分、及びこの中央部分から幅方向両側に枝分かれして後斜め方向に延
びる枝分かれ部分を有する形状とされている、請求項１～６のいずれか１項に記載の使い
捨ておむつ。
【００２０】
　（作用効果）
　尿透過孔及び尿導入スペースをこのような形状とすることにより、尿の前後方向及び幅
方向の拡散が促進され、吸収速度がより一層のものとなる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上のとおり本発明によれば、逆戻り防止性能に優れるだけでなく、吸収速度にも優れ
る使い捨ておむつとなる、等の利点がもたらされる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】パッドタイプ使い捨ておむつの展開状態の内面側を示す平面図である。
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【図２】要部のみを示す平面図である。
【図３】図１のＹ－Ｙ断面図である。
【図４】図１のＺ－Ｚ断面図である。
【図５】図１のＸ－Ｘ断面図である。
【図６】図１のＶ－Ｖ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の一実施形態について添付図面を参照しながら詳説する。なお、本発明の
用語のうち「股間部」とは使用時に身体の股間と対応させる部分を意味し、製品によって
、図示形態のように物品の前後方向中央若しくはその近傍から前側の所定部位までの範囲
であったり、物品の前後方向中央の所定範囲であったりするものである。物品の前後方向
中間あるいは吸収体の前後方向中間に幅の狭い括れ部分を有する場合は、いずれか一方又
は両方の括れ部分の最小幅部位を前後方向中央とする所定の前後方向範囲を意味する。ま
た、「前側部分（腹側部分）」は股間部よりも前側の部分を意味し、「後側部分（背側部
分）」は股間部よりも後側の部分を意味する。
【００２４】
　図１～図６は、本発明に係るパッドタイプ使い捨ておむつ例２００を示している。この
パッドタイプ使い捨ておむつ２００は、股間部Ｃ２と、その前後両側に延在する前側部分
Ｆ２及び後側部分Ｂ２とを有するものである。各部の寸法は適宜定めることができ、例え
ば、物品全長（前後方向長さ）Ｌは３５０～７００ｍｍ程度、全幅Ｗ１は１３０～４００
ｍｍ程度（ただし、おむつの吸収面の幅より広い）とすることができ、この場合における
股間部Ｃ２の前後方向長さは１０～１５０ｍｍ程度、前側部分Ｆ２の前後方向長さは５０
～３５０ｍｍ程度、及び後側部分Ｂ２の前後方向長さは５０～３５０ｍｍ程度とすること
ができる。
【００２５】
　パッドタイプ使い捨ておむつ２００は、外面に外装シート３２が積層された不透液性液
不透過性シート２１の内面と、透液性トップシート２２との間に、吸収体２３が介在され
た基本構造を有している。
【００２６】
　吸収体２３の裏面側には、不透液性液不透過性シート２１が吸収体２３の周縁より若干
食み出すように設けられている。不透液性液不透過性シート２１としては、ポリエチレン
フィルム等の他、ムレ防止の点から遮水性を損なわずに透湿性を備えたシートも用いるこ
とができる。この遮水・透湿性シートは、例えばポリエチレンやポリプロピレン等のオレ
フィン樹脂中に無機充填材を溶融混練してシートを形成した後、一軸または二軸方向に延
伸することにより得られる微多孔性シートを用いることができる。
【００２７】
　また、不透液性液不透過性シート２１の外面は、不織布からなる外装シート３２により
覆われており、この外装シート３２は、所定の食み出し幅をもって液不透過性シート２１
の周縁より外側に食み出している。外装シート３２としては各種の不織布を用いることが
できる。不織布を構成する素材繊維としては、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオ
レフィン系、ポリエステル系、アミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生
繊維、綿等の天然繊維を用いることができる。
【００２８】
　吸収体２３の表面側は、透液性トップシート２２により覆われている。図示形態ではト
ップシート２２の側縁から吸収体２３が一部食み出しているが、吸収体２３の側縁が食み
出さないようにトップシート２２の幅を広げることもできる。トップシート２２としては
、有孔または無孔の不織布や穴あきプラスチックシートなどが用いられる。不織布を構成
する素材繊維としては、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエス
テル系、アミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維
を用いることができる。
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【００２９】
　トップシート２２と吸収体２３との間には、中間シート２５を介在させるのが望ましい
。この中間シート２５は、吸収体２３により吸収した尿の逆戻りを防止するために設けら
れるものであり、中間シート２５を難透水層とする場合（後述する）以外、つまり通常の
場合は、保水性が低く、且つ透液性の高い素材、例えば各種の不織布やメッシュフィルム
等を用いるのが望ましい。トップシート２２の前端を０％としトップシート２２の後端を
１００％としたとき、中間シート２５の前端は０～１１％の範囲に位置しているのが好ま
しく、中間シート２５の後端は９２～１００％の範囲に位置しているのが好ましい。また
、中間シート２５の幅Ｗ４は吸収体２３の最小幅Ｗ３の５０～９０％程度であるのが好ま
しい。
【００３０】
　パッドタイプ使い捨ておむつ２００の前後方向両端部では、外装シート３２、液不透過
性シート２１および透液性トップシート２２が吸収体２３の前後端よりも前後両側にそれ
ぞれ延在されて貼り合わされ、吸収体２３の存在しないエンドフラップ部ＥＦが形成され
ている。パッドタイプ使い捨ておむつ２００の両側部では、外装シート３２及び液不透過
性シート２１が吸収体２３の側縁よりも外側にそれぞれ延在され、この延在部からトップ
シート２２の側部までの部分の内面には立体ギャザー２４を構成するギャザーシート２４
ｓの幅方向外側の部分２４ｘが前後方向全体にわたり貼り付けられ（この部分が立体ギャ
ザー２４の付根部分となる）、吸収体２３の存在しないサイドフラップ部ＳＦを構成して
いる。これら貼り付け部分はホットメルト接着剤、ヒートシール、超音波シールにより形
成でき、図ではこれ以外の部分を含め、部材相互の固定、接合部分及びその手段は点模様
で示されている。外装シート３２を設けない場合、外装シート３２に代えて不透液性液不
透過性シート２１をサイドフラップ部ＳＦまで延在させ、サイドフラップ部ＳＦの外面側
を形成することができる。
【００３１】
　ギャザーシート２４ｓの素材としては、プラスチックシートやメルトブローン不織布を
使用することもできるが、肌への感触性の点で、不織布にシリコンなどにより撥水処理を
したものが好適に使用される。
【００３２】
　ギャザーシート２４ｓの幅方向中央側の部分２４ｃはトップシート２２上にまで延在し
ており、その幅方向中央側の端部には、細長状弾性部材２４Ｇが前後方向に沿って伸張状
態でホットメルト接着剤等により固定されている。この細長状弾性部材２４Ｇとしては、
糸状、紐状、帯状等に形成された、スチレン系ゴム、オレフィン系ゴム、ウレタン系ゴム
、エステル系ゴム、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、スチレンブタジエン、
シリコン、ポリエステル等、通常使用される素材を用いることができる。
【００３３】
　また、両ギャザーシート２４ｓは、幅方向外側の部分２４ｘが前後方向全体にわたり液
不透過性シート２１に貼り合わされて固定されるとともに、幅方向中央側の部分２４ｃは
、前後方向の両端部では倒伏状態で物品内面（図示形態ではトップシート２２表面）に貼
り合わされて固定され、かつ前後方向の両端部間では物品内面（図示形態ではトップシー
ト２２表面）に固定されていない。この非固定部分は、図４（ｂ）に示されるように、物
品内面（図示形態ではトップシート２２表面）に対して起立可能なバリヤ部となる部分で
あり、その起立基端２４ｂはギャザーシート２４ｓにおける幅方向外側の固定部分２４ｘ
と内側の部分２４ｃとの境に位置する。
【００３４】
　吸収体２３としては、パルプ繊維の積繊体、セルロースアセテート等のフィラメントの
集合体、あるいは不織布を基本とし、必要に応じて粒子状等の高吸収性ポリマーを混合、
固着等してなるものを用いることができる。高吸収性ポリマー粒子を混合する場合等、必
要に応じて、吸収体２３はクレープ紙等の包装シート２６（断面図中には図示せず）によ
り包むことができる。また、吸収体２３の形状は、相対的に前側の部分が後側の部分より
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も幅狭な帯状、あるいは長方形状、台形状等、適宜の形状とすることができる。
【００３５】
　吸収体２３は図示形態のような一層構造とする他、複数の層の積層構造とすることもで
きる。
【００３６】
　吸収体２３における繊維目付け及び高吸収性ポリマーの目付けは適宜定めることができ
るが、繊維目付けは１００～６００ｇ／ｍ2程度とするのが好ましく、また吸収性ポリマ
ーの目付け０～４００ｇ／ｍ2程度とするのが好ましい。
【００３７】
　吸収体２３Ｂは、股間部Ｃ２を含む前後方向中間の所定部分が幅の狭い括れ部分２３ｎ
として形成されている。この括れ部分２３ｎの最小幅Ｗ３は、括れ部分２３ｎの前後に位
置する非括れ部分の幅Ｗ２の５０～６５％程度であるのが好ましい。また、物品前端を０
％とし物品後端を１００％としたとき、括れ部分２３ｎの前端は１０～２５％の範囲に位
置しているのが好ましく、括れ部分２３ｎの後端は４０～６５％の範囲に位置しているの
が好ましく、括れ部分２３ｎの最小幅Ｗ３となる部位（最小幅部位）は２５～３０％の範
囲に位置しているのが好ましい。
【００３８】
　特徴的には、中間シート２５を撥水性又は疎水性シートにより形成することにより、こ
の中間シート２５が難透水層（以下、これを難透水中間シート２５という）とされるとと
もに、この難透水中間シート２５に、表裏方向に貫通する尿透過孔４０が形成されており
、さらに、吸収体２３における尿透過孔と一部又は全部重なる部位に、表裏に貫通する貫
通部（又は表面から裏側に向かって窪む凹部でも良い）からなる尿導入スペース３０が形
成されている。
【００３９】
　おむつ表面に排泄された尿は、図４～図６に二点鎖線で示すように、難透水中間シート
２５の尿透過孔４０を透過して吸収体２３の尿導入スペース３０に入り、この尿導入スペ
ース３０から吸収体２３に吸収され、周囲に拡散する。吸収体２３に吸収された尿がおむ
つ表面に戻ろうとしても、尿透過孔４０と重なる部位以外では両側部を除き、難透水中間
シート２５により遮断されるため、尿導入スペース３０の周囲に拡散した尿の逆戻りは防
止される。また、尿導入スペース３０のうち尿透過孔４０と重なる部位は難透水中間シー
ト２５により覆われていないが、吸収体２３に圧力が加わる等により尿導入スペース３０
内に尿が浸み出しても、尿導入スペース３０の底面はトップシート２２から離間している
ため、トップシート２２上に逆戻りすることもない。しかも、吸収体２３に尿導入スペー
ス３０を形成したことにより、トップシート２２下に尿の一時貯留スペースが形成される
ため、吸収速度にも優れるようになる。
【００４０】
　本発明の難透水層としては、吸収体２３よりも上側に配される液透過性素材、例えば中
間シート２５（図示形態）や、包装シート２６自体の一部又は全体に、撥水剤（例えばシ
リコン系、パラフィン系、アルキルクロミッククロリド系撥水剤など）を塗布することに
より、当該素材の撥水剤塗布部分を難透水層とすることが望ましいが、難透水フィルムを
吸収体２３より上側の素材間に貼り付けても良い。ただし、トップシート２２に撥水剤を
塗布する又はトップシート２２上に難透水フィルムを貼り付けると、尿が表面から浸透せ
ずに移動して漏れ易くなるため、トップシート２２と吸収体２３との間に介在される液透
過性素材、例えば中間シート２５に撥水剤を塗布して難透水層とするのが好ましい。
【００４１】
　本発明の難透水層は、吸収体２３における少なくとも幅方向中間かつ前後方向中間の領
域全体を覆うように設けられる限り特に限定されないが、より広範囲を覆うことが望まし
く、吸収体２３が排尿位置の前側から臀部対向部分まで延在されている通常の使い捨てお
むつでは、吸収体２３の前端部から後端部までを覆うことが望ましい。このため、図示形
態の場合、難透水中間シート２５が吸収体２３の幅方向中間かつ前後方向全体を覆ってい
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る。具体的な寸法については前述のとおりである。
【００４２】
　尿透過孔４０及び尿導入スペース３０の位置は適宜定めることができるが、吸収体２３
が排尿位置の前側から臀部対向部分まで延在されている通常の使い捨ておむつでは、尿透
過孔４０及び尿導入スペース３０は臀部対向部分よりも前側に位置していることが望まし
い。尿透過孔４０及び尿導入スペース３０は、図示形態では単数とされているが、間隔を
空けて複数設けることもできる。
【００４３】
　尿透過孔４０及び尿導入スペース３０の位置関係は適宜定めることができ、例えば一方
を前後方向に延びる形状とし、他方を幅方向に延びる形状として両者を部分的に交差させ
ることもできるが、尿透過孔４０の周縁を尿導入スペース３０の周縁に沿わせる、換言す
れば、尿透過孔４０と尿導入スペース３０とを実質的に一致させると、吸収体２３の幅方
向中間部は尿導入スペース３０を除いて実質的に全体がカバーされるため、逆戻り防止作
用がより一層のものとなり、しかも吸収速度が損なわれることもないため好ましい。
【００４４】
　尿透過孔４０及び尿導入スペース３０の形状は、例えば前後方向あるいは幅方向に延び
る長方形状や、正方形状、多角形状、楕円状等、適宜定めることができる。特に、図示形
態のように、尿透過孔４０及び尿導入スペース３０は、少なくとも排尿位置からその後側
に前後方向に沿って延在する中央部分、及びこの中央部分から幅方向両側に枝分かれして
後斜め方向に延びる枝分かれ部分を有する形状とされていると、尿の前後方向及び幅方向
の拡散が促進され、吸収速度がより一層のものとなる。
【００４５】
　尿透過孔４０及び尿導入スペース３０の寸法は、形状に合わせて適宜定めることができ
るが、細長状の形状の場合（図示形態のように細長状の部分を構成要素とする場合も同様
）、その幅は通常の場合５～２０ｍｍの範囲内にあるのが好ましく、特に１０～１５ｍｍ
の範囲内にあるのが好ましい。この幅が狭過ぎると尿が導入されにくくなり、広すぎると
吸収量が低下するだけでなく、吸収体２３が型崩れしやすくなる。
【００４６】
　難透水中間シート２５の尿透過孔４０と尿導入スペース３０の組み合わせのみで吸収速
度を確保しようとすると、逆戻り防止性能が損なわれるおそれがある。そこで、図示形態
のように、展開状態で、難透水中間シート２５は立体ギャザー２４に隠れる位置まで側方
に延在しており、かつ展開状態で、立体ギャザー２４に隠れる位置、トップシート２２と
吸収体２３との間に難透水中間シート２５を有しないサイド透過部４１が設けられている
形態も提案する。このように立体ギャザー２４に隠れる位置にサイド透過部４１を設ける
ことにより、図４及び図５に二点鎖線で示すように、尿透過孔４０に導入されずに拡散す
る尿をサイド透過部４１から導入して吸収体２３により吸収することができ、しかも、吸
収した尿がサイド透過部４１から逆戻りしてもサイド透過部４１は立体ギャザー２４に隠
れているため、肌が濡れるのは防止できる。また、立体ギャザー２４に隠れる位置まで難
透水中間シート２５を幅方向に延在させることで、装着時に難透水中間シート２５を有し
ない部分が肌に触れ難くなり、逆戻り防止性に優れるようになる。
【００４７】
　なお、サイド透過部４１は、難透水中間シート２５に孔を設けることにより形成しても
良いが、資材コストや製造容易性の観点からは、図示形態のように、難透水中間シート２
５を、立体ギャザー２４に隠れる位置であってかつ付根部分と突出部分との境界よりも幅
方向中央側に離間した位置までしか幅方向に延在させず、この難透水中間シート２５の側
縁と立体ギャザー２４の付け根部分との間を、トップシート２２と吸収体２３との間に難
透水中間シート２５を有しないサイド透過部４１とすることが望ましい。
【００４８】
　他方、本発明では、尿の吸収は主に尿透過孔４０及び尿導入スペース３０を介してなさ
れるため、そこで吸収できない尿が後方に移動し、漏れや肌への付着を引き起こすおそれ
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表面に固定された取付部分５１と、この取付部分から前側に延び出る部分であってかつ両
側部が立体ギャザー２４に連結された延出部分５２とを有する後方拡散抑制シート５０を
設けることが望ましい。これにより、排泄された尿を吸収位置に一時的に（つまり尿透過
孔４０及び尿導入スペース３０を介した吸収がなされるまで）貯留することができ、未吸
収尿の後方移動を防止できる（図６参照）。
【００４９】
　後方拡散抑制シート５０の先端部には、幅方向に沿って細長状弾性伸縮部材５３を伸長
状態で固定すると、後方拡散抑制シート５０がしっかりと立ち上がり、弾力的なフィット
感が得られるため好ましいが、この細長状弾性伸縮部材が無くても、立体ギャザー２４の
立ち上がり力により引っ張られて立ち上がる。
【００５０】
　後方拡散抑制シート５０は、尿透過孔４０よりも後側であれば前後方向の任意の位置に
設けることができるが、褥瘡防止を目的とする場合、尿が臀部に付着することは好ましく
ないため、尿透過孔４０及び尿導入スペース３０、並びに後方拡散抑制シート５０を臀部
対向部分よりも前側に設けることが望ましい。ただし、その場合、排尿量や排尿速度によ
っては後方拡散抑制シート５０の前側の貯留量が少ないために漏れを引き起こすおそれが
ある。よって図示形態のように、展開状態で、後方拡散抑制シート５０の側縁を、立体ギ
ャザー２４の付け根部分から先端側に離間させ、後方拡散抑制シート５０の側方に、立体
ギャザー２４とトップシート２２の間を通り前後方向に連通する前後方向通路５４（図５
参照）を残しておき、漏れを引き起こさない程度に臀部対向部分側へ尿を移動させること
が望ましい。
【００５１】
　他方、後方拡散抑制シート５０とともに（図示形態）、又はこれに代えて、トップシー
ト２２における幅方向中央部からサイド透過部４１まで、尿誘導線６０を設けると、サイ
ド透過部４１に向かう尿の拡散が促進され、吸収速度の向上を図ることができる。尿誘導
線６０はその連続方向に沿って尿を誘導するものであれば特に限定されず、例えば、トッ
プシート２２に撥水剤を線状に塗布する等により、塗布部分と非塗布部分との親水度の差
により尿を誘導する構成としたり、エンボス加工によるトップシート２２表面の溝により
尿を誘導する構成としたりすることができる。
【００５２】
　尿誘導線６０は、図示形態のように前後方向に間隔を空けて複数列設けることが望まし
いが、一列だけでも良い。また、尿誘導線６０は尿透過孔４０よりも後側、特に後方拡散
抑制シート５０を設ける場合にはそれよりも後側に位置していることが望ましいが、尿誘
導線６０は尿透過孔４０よりも前側、又は尿透過孔４０と一部重なる位置に設けても良い
し、したがって後方拡散抑制シート５０を設ける場合にはその前側に設けることもできる
。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、パッドタイプ使い捨ておむつ、パンツタイプ若しくはテープタイプ使い捨て
おむつ等、使い捨ておむつ全般に利用できるものである。
【符号の説明】
【００５４】
　２１…液不透過性シート、２２…トップシート、２３…吸収体、２４…立体ギャザー、
２５…中間シート、２６…包装シート、３２…外装シート、２００…パッドタイプ使い捨
ておむつ、４０…尿透過孔、３０…尿導入スペース、４１…サイド透過部、５０…後方拡
散抑制シート、５４…前後方向通路、６０…尿誘導線。
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